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VI 自然科学的分析

(3)検出された植物種子

[台地から出土した種子]

アサ Cannabis sativaL.、タデ属 Polygonzml L.、ナス;f;3 I· SOLANACEAE 、ネギ属 Allizml L.、

マタタピ属 Actinidia Li nd l.、タラノキ属 Aralia L. 、キハダ属 PhellodendronRupr. 、ミズキ属 Comus

L.、ブドウ属 Vit ゐL.、クジ耳目~ CastaneaMil l.、コナラ属 Quercus L.、クノレミ属 ]uglans L.が克ら

吉II時昌一

椿坂恭代

札II見間際大学

北海道大学埋蔵文化財諦査室

8 キウス 5 遺跡A-2地区から出土した植物種子

(1)遺跡の概要

遺跡の名称:キウス 5 遺跡A-2地i玄

遺跡の所在:千歳市中央852ほか

鵠査機関:財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者:財団法人北海道埋蔵文化財センター 高橋和絹ほか

調査期間:平成 6 年~平成 8 年度

遺跡の年代:地点により縄文時代早期~ー近世の遺物が出土する

遺跡の性格:地質学的にはキウス川右岸に広がる平坦面(考古報文では台地と記載)をきる小河谷の

中に高、低ニつの段丘が確認されている。しかし、現地の地形では、この間設丘は明確

には観察できず、むしろこの部分は平坦面から現在の小河川にかけての緩斜面としてと

らえられるという。遺跡と遺物は、この平坦面から緩斜面末端およびこれに接する低湿

地にかけて検出された。また、この地i玄の調査は、互いに隣接するA-l 地誌、 A-2

地区に分けて実施されている。

A-l 地区の高低両段丘上には、!日間)11 の rl3濫堆積物がみられ、上位から縄文時代晩

期、後期、中期後半の遺物、遺構の包含層が層準を異にして堆積している。

A-2地区の平坦面から低位段丘上にかけては、上位からアイヌ文化~縄文時代晩期

の遺構と造物が、その下位にも縄文時代晩期~早期の遺物と遺構が確認された。

これらの地点に接する低湿地にも、上位から縄文時代の晩期、後期、中期の遺物が趨

準を異にして含まれていた。また、岡地点とも、河道の痕跡が検出されている。

(2)扱った資料

前述したように、向調査地区とも台地冨とそれを刻む谷地形に形成された高指ニ段の湾岸段丘を含

む緩斜謡が遺跡の主体部である。このうち Aー 2 地区の平坦面と緩斜面から検出された遺構と 113 河道

跡から採取した土壌についてフローテーション処理がなされている。抽出された種子類は、調査班の

手で第一次選別業がなされた後、分 1fT用資料として送付されてきた。資料は、主として縄文時代中期

から後・晩期のものである。

植物種子は、まず実体顕微鏡下で同定を行い、必要に感じて走査型電子顕微鏡で微細構造観察と撮

影を実施した。検出された種子の層準、時期、遺構については、発掘調査者の設定したグジッド、遺

構ナンバ一分類等に基づいて一覧表を作成、それに植物種子の種類と数量を加えておいた。



キウス 5 巡幼;(5)

Hemsley に分類で、きる。 10 :長さ 4.6mm 、 II癌3.9mm

クマシヂ震 Carpinus L. 図甑 2-11 (R-264 区から出土)

台地上の遺構 UP-318 と抵器地部の縄文時代中期の V-5 層から、ともに酸化した状態で出土して

いる。種子形態の特徴からサワシパ Carpinus cordataBlume と患われる。

11: 長さ 4.4mm 、 II癌2 ， lmm 、厚さ1. 6mm

サクラ属 Prunus L. 函瓶 2-12 (Q-262 区から出土)

抵混地部の縄文時代挽期の 1-271 区 (V-I 層 113 河道)、縄文時代後期の Q-262 lK (V-3 麗)か

らともに酸化した状態のものが l 粒づ、つ出土した。種子の形態や大きさからヤマザクラに類似する。

12:長さ 5.1mm 、 Iii富4.2mm 、厚さ 3.0mm

ブドウ属 Vit 信し 図版 2-138 ， 13b 、 148 ， 14b(P-269 広から出土)

台地上の縄文時代晩期の焼土遺構から、炭北したものが 2粒出土した。 L FC-301からは酸化した

状態のものが 2 片出土している。鑑湿地部に広がる縄文時代晩期の L F-382、 461 、 463、 510、 511か

らと縄文時代後期の時期と見られるV-3 扇|自侭道からは炭化したものが出土したが、 L F-51Oと 511 、

V-I 層 113河道、 V-I 層、 V-3 層 113河道からは酸化した状態で出土している。種子の形態からヤ

マブドウ判的 coignatiaePulliatと思われるが、図版2-14a、 14bに示したようなノブドウ腿 Ampeloρszs

Michx. に類似するものが酸化状態で 1 粒出土している事に留意したい。

13a: 長さ5.1mm、幅3.35mm、淳さ2 .4mm 14a: 長さ4.3mm、幅4.3mm、厚さ2.3mm

モクレン属 Magno/'匂し 図版 2-158， 15b、 168， 16b(K-269 lKから出土)

低謹地部の縄文時代晩期 V-I 層 i自河道、これより下層の縄文時代後期 V-3 層出向道、縄文時代

中期 V-5 層と V-5 層旧河道から酸化した状態のものが出土している。種子の形態からこのなかの

l 粒はホオノキ Magnolia hYPoleucaSieb.etZucco で、これ以外はコブシ MagnoU αρ raecocissima

Koidz. と考えられる。 15a: 長さ 7 .4 mm 、 Iii冨8.5mm 16a: 長さ 9.8 恐担、幅 8.4mm

エゴノキ罵 Styrax L. 閣販 2-17 (N-266 区から出土)

台地上の M-258 lK (持期不嬰)から 1 校酸化した状態で出土。低湿地部、縄文時代晩期の V--'-I 層

!日河道、縄文時代後期の V-3 層 113 河道、縄文時代中期の V-5 層と V-5 層!日河道からは酸化した

状態で出土した。種子形態の特徴からエゴノキ Stymx japonicusSieb.etZucco あるいはハクウン

ボク Styr~x obassiaSieb.etZucco ではないか。しかし、能者の分布は渡島半島までで、後者は北

揮道中央部までとされる。どちらであるかは分からない。 17 :長さ 10 .4 mm 、 II高8.3mm

クリ属 Castanea Mill. 図版 3-18 (LF-5 1Oから出土)、 198 ， 19b(0-264 区V-I 層から出土)

台地上の縄文時代晩期の UP 遺構覆土から、炭化した果皮の破片が出土した。低混地部の L F-5 1O、

LF-511からは、子葉と果皮の破片が炭化して出土している。縄文時代晩期V-I 層、 V-I 層旧河

道、縄文時代後期V-3 層、 V-3層旧河道、縄文待代中期のV-5題からは、それぞれ種皮の部分

が酸化した状態で出土している。 18 :長さ 9.5mm

コナラ属 Quercus L. 圏版 3ー20 、 21 (LF-5 1Oから出土)

低湿地部の縄文時代晩期 LF 遺構 V-I 題、炭サンプノレから炭化した子葉が出土した。低湿地部、

縄文時代晩期の V-I 層、 V-I 層旧河道、縄文時代後期の V-3 層、 V-3 層!日河道、縄文時代中

期の V-5 層ならびに V-5 層 i自河道から、酸化した種皮の破片が出土している。

20:長さ 14.3mm 、 IIIM lO.4 mm

クルミ属 Juglans L. 図版 3-22 (X-267 誌から出土)、 238 ， 23b(P-267 区から出土)、 24 (X-267

亙から出土)
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VI 自然科学的分析

台地上の純文時代晩期の UP 遺構、 LF 遺構から炭化した核破片が出土している。しかし、 P-261 、

Q-258 、 8-258 、 T-258 1Kからは、酸化の状態のものが出土した。

低湿地部から出土した各時期のクルミを詳締に観察すると、核果には完形のものや半割状態、のもの、

醤歯類の食痕を残したものなどが約 1000 個出土していた。面白いことにこれらは殆どが炭化していな

い。 22 :長さ 25.8mm 、幅 25.7mm 23a: 長さ 21. 5mm 、 II種目 .5mm 24: 長さ 24.5mm 、幅 25.1mm

ハンノキ属 Alnus Mill. 関販 3-25 (N-266 広から出土)

低謹地部 L-270 (V-3 層)、 N-269 (V-3 層旧河道)、 8-263 (V-l 層 18 河道)、 U-263 (Vｭ

l 層!日河道)、 N-266 (V-l 層旧河道)、 0-268 区 (V-5 層)から球果の部分が酸化した状態で

出土した。 25 :長さ 16.5mm 、幅 12.5mm

(4) まとめ

以上キウス 5遺跡 A-2 地区で検出された植物穂子について述べた。これらは、ヒトが利用してい

た木本類と雑草などからなっている。こうした種子の組成は、縄文時代の遺跡によく見られるもので

出土量が少ないことが多い。乾燥した生活面から出土するものは、逆の傾向を示す。ただし、 (3) でも

述べた様に、この遺跡から出土した積子には、炭化あるいは酸化したものと末炭化のものが混在して

いた。通常、低湿地に埋積されていた植物種子には酸化したものが多く、炭化したものは少ない。

キウス 5遺跡 A-2 地区のクノレミ属を例に挙げれば、遺構あるいは日常の生活萄と考えられる層準

から得られた標本は殆どが炭化した砕片で、あったが、低湿地や!日間道などの水の影響を受けやすい層

準から出土したものは様相を具にし酸化状態のもののみで、そのうえ完形、半割あるいは醤歯類の食

痕を残したものが注意された。こうした出土状態は、堆積層にヒトの関与がほとんどない場合によく

見られる現象である。

一方、クリの出土状態は一見奇妙である。炭化したクリ子葉は、覆土、 L F-5 1O、 L F-511 から

得られているものの、他の地点から出土したものには明確な炭化の痕跡がない。勿論、7.k演きの可能

性のある堆積層からは酸化したものしか検出されていない。また、クジを除く他の種子では、炭化し

たものと酸化したもの、少数の未炭化のものが不規尉に混在していた。しかも、 3者の出土位置や層

準にあまり決定的な差がみられない。我々 を混乱させるこの出土状況は、後世のコンタミネーション

あるいは発掘後の資料整理作業の過程中に原因が求められるのであろうか。その理由を突き止める事

は、きわめて難しいと思う。

前述したが、容器の中に収納された炭化穂子中にわずかの未炭化種子が含まれていたという Renfrew ，

JaneM. の提出したケース(前出)もある。同様な問題を抱えていた札 i幌市壊蔵文化財センターでは、

炭化種子と酸化を示す同一発掘区の陪一層準の種子を、別々に 14C 年代測定を実施し、ほぼ同ーの測定

値を得たという(札幌市埋蔵文化財センターの教示による)。したがって、従来の常識だけでは、キウ

ス 5 遺跡 A地区の資料の炭化、酸化、来炭化などの背景を、まだ、十分に説明することができないの

ではないか。

2 、 3000 年以上もの時期を経過した未炭化の植物種子が、どの様なプロセスで腐食から免れ、フレ

ッシュとも見える状態で遺物包含層内に残り得たのであろうか。また、加熱炭化現象とバクテリアに

よる炭化現象の差異についても気になるところである。酸化についても同様である。こうしたプロセ

スは、我々にとってあまりにも情報が乏しすぎるからだ。おそらく、現時点で望みうる一つの解決策

は、任意に選択された同一地点から出土した炭化、未炭化あるいは酸化の各資料につき、札幌市埋蔵

文化財センターで試みたと向様にそれぞれ 14C 年代測定を実施してみることだろう。
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キウス 5 遺跡 (5)

以上述べてきたように、遺跡から出土する植物種子の加熱炭化、バクテリアによる炭化、未炭化、

酸化の問題は、コンタミネーション際題とも絡めて、今後の発掘において留意しなくてはならない大

きなテーマで、あろう。

引罵文献

Renfrew, JaneM.(1973) Palaeoethnobotanyp.248withPlates.METHUEN&COLTD, LONDON
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I"mI~ サ i 夕刊 ナ{段ス }軒 ネギ属 l ミヤマニガウリ誕| ミツパウツギ訴 |マタタピ縄|タフノキIll I キハダ属 mミズキ訴 l クマシヂIll!サクフ訴 1 プドウ III l モ{ク段レ}ン弱{狩) エゴノキ縦 |ク哨!コナフ民|クルミ属|川ノ柑 不明

遺構名 土複揮車位置.，首位 持距 (WI (位} {領) i (総) (控) (片) ! (位) (位) !(世) (片} (m (片) (U) (W (位) (片} (段) (片) I(g) I(g) I(g) 球畢{留} (控)

L-2661R 回一 Sill I!U'I

L-266 区 IV-I 層旧河遺 醐! l 4!0.4010.301 3.30!
L-267 区 V-I 暗旧河辺 後間 一一一一一一一 2 I0.301 1.901
L-267 区 V-S 掴 中期 3.10
L-268 ぽ IV-S 圏 ゆ聞 i 4 11.301
L-269 区 IV-I 眉i白河道 現朗 86 31
L-269 区 IV-3 眉1日間 桂朗 1 1 iと0.11 5
L-269区|ト Sill 中期! 2 7 I3.701
L-270 区 V-3 1ll 醐 l 4 i l
L-271区 IV-3庖i白河辺 佳1JJ i l 1'
M-2ω区 IV-S層 !中間 l i36.001
M-265 区 IV-I 層 !醐| l !l(}グ RO

M-265 区 V-S 層 中岡 2.40
M-2 “区 IV-I 庖!日河辺 現期 空 3i0.1010.10 10.60 2
M-266区 lV-5府 i中期 日 ()' 25.70
M~266 区 IV 窃 i 不明 日 4 , i46.50
M-267 区 IV-I 摺 18 河遊 盟問 0.4010.201
M-268 箆 IV-S 層 中期 2 4: l 。 63.20
M-269区 V-3唖 18荷造 i佳鼠 3 21 8: , 0.801 5.90 3
M-270[豆 V-3眉 i{繍
N-263区 IV-I暗 |醐 i2.10
N-263 区 V-S 眉 中期 !i !l !42.90
N-264 区 V-IIll 段踊 1HUIO
N-2651R IV-I 眉 晩期 1i 22.70
N-266 区 IV-I 暗!日 i可道 棚| l 11 410.80 0.60127.501 5
N-266区 IV-3層 住期 0.20
N-267 区 IV-I 暗 !晩期 0.20 0.50
N-267 区 {古骨片) .V-31ll 住期 己主 γ

IN-267 区 (宮骨片}・ V-3 圏 q l!i9住期

N-267区 l "tl IQj"J叫 中期 2.60
N-268 区 |町エ {古骨片 1 ・ V-3 眉 佳期

IN-268 区 ，，，，-"ニ {古骨片}・ V-3 団 桂期 4 lil4
N-268 区 IV-S 田i自河遺 i中期 7.601
N-269 区 IV-3 層l自河遜 i 桂期 5 1 1 11 0.10168.101 3
0-263区 IV-I 唖 |醐 13.101
0-263 区 IV-3 層1日間 佳踏

0-2ω 区 IV-I 唖 晩期 1 111.ooi0.10175.301 l
0-265区 IV-I 眉!日河辺 役期 10.40! 1.90
0-265 区 IV-2 層!日河道 晩期

I7.801
0-265 区 IV 司 5瑠 中間 4 I0.10115.40
0-266 区 IV-I 庖I間近 棚| 1 l 4 310.1O!0.80118.50 1
0-266区 IV-S層l白河道 !中期| 4 0.101125.901
0-267 区 V-S 唖 |中期| I I34.40""『司、、司
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i'lX'l l アサ|タヂ属|ナ柑112f {位1
ミツバウツギ民 i マタタビ訴 I タフノ哨 i キハダ訴 !位}ミズキ民 |クマシデ民 !l サクラ民! プド叫 iモクレン訴 |エゴノキ訴 !ク哨!コナフ厳|クルミ属|山片民 l 不務

遺構名 土複障車位置・層fl 時間 (位) 1(世) 1(位} {世) (狩) i (位) f位) 1(位) (片) I(tt) (片) 1 (位) ; (位) I(位) (片) i(位) (片)1 (位) (片) i(g) (g) I(g) 球畢{錨) I(位}

0-268区 IV-3ffl |醐 3 11
0-268 区 V-5 層 !中間 I4.101
P-263 区 V-I 層 晩期 I1.601
P-263 区 IV-3ffll 日間 世綴 4 引3 ， 4 !0.101 8
P-2似区 IV-I 層 晩期 I4.501
P-264 区 IV- JlllI日待選(I日 一指現物 4 7) 現朗 1<0.11 2.00
P-264 区 IV-5 層l白河沼 kO.11 0.701
P-265 区|ト 5ffl !中間 I4.001
P-266 区 IV … l 溜 l 晩期 41 43! 4 123.301 1
P-266区 IV-5ffl [中期

,.
1<0.11 I35.60

P-267 区 IV- Ill! I'釧 7.70
P-268[K IV-3 桜 18 河辺 i1湖 8.00
P-269 区 IV-3 1ll i 桂踊 14 2: 9 3 61 0.101 3
Q-262区 IV-I 暗!日汚近 伊J田 l 1.60
Q-262 区 IV 吋 3ffl 桂蹄 2 l 7 0.10 4
Q-263区 !V-I 庖1目前近 思周 l 2 0.1027.60
Q-263 区 iV-3 羽田河道 桂朗 3 0.30111.80
Q-264[K !V-I Ill旧河遺 晩期 2 2 1 l 11 l 1.7010.40116.50
Q-2 “区 IV-3 棚河道 桂間 l 1.300.30: 1.20
Q-2ω 区 IV-5 1ll 中間 12.80
Q-267 区 IV-3 1ll 桂朗 1 1 0.90
Q-267 区 V-5 1ll混民 'PIQJ !19.00
Q-268 区 IV-3 摺 桂聞 2 1
Q-268区 IV-5 1ll 中間 5.70
R-262 箆 IV-I 層!日河道 現間 1.60
R-262 区 IV Ill 晩期 i12.701
R-263[K IN 瑠 18 河道 晩期 0.10
R-263 区 IV-I Ill I間近 時!.III l 1 8 140.60<0.135.00
R-263 区 IV-3 1ll 1日i'l置 世間 l 4 7i0.200.4017.70 2
R-2似区 i V - I Ill I間近 現即 1 I 8.20
R-2 似区 IV-3 層i自河道 佳朗 2
豆一264区 IV-5府 中間 l 1 l 0.2042.40
R-266 区 IV-3m 住用 2.00
R-266 区 V-5 宿泊河 ill 中期 1 2 2 2 3 0.70:219.401
R-267 区 V-31ll 桂期 l
R-267[K V-5 層悶河 ill 中間 13.80
R-268 区 V-3ffl 桂周 2 2 0.10
主 268 区 中間 0.1045.70
IR-269 区 叫 後期 10.30
R-269 区 lv-s 濁 中期 1 i0.7041.90 l
S-262区 住期 11 2 8 5 ;0.10 3
S-262区 IV暗 不明 1.00
IS-263 区 iV-I Ill I日河辺 暁間 1 1.80 1
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1 ア サ l タヂ民 l ナス科ネギ民{ミヤマョーがウリ民l ミツバウツギ訴 マタタピ採 タフノキ民 キハダ紙 iミズキ紙 夕マシデ話 l サクラ民 i ブドウ民 モクレンu エゴノキ民 クリ係 i コナフ総 j クルミ訴| ハンノキ縦|不明

遺構名 土右足毘'"位置・府位 時初 日主) (粒) (位) (傍) (位) (位I (片) (位) (Ill (位1 (片) {位(片 1 (位I (位I (位 I (斤) (位I (狩} {位) (片} (.1!(.) (.) 球皐{鏑) ! (校)

S-263区 |桂朗 10 日究 6 4 kO.l 7.90

IS-264 区 V-I 瑠l日河辺 境問 2 5 2.400.10 18.50

Is-264 区 V-5 摺 中間 1 !176.40

S-265区 V-liM 境問 13 17 l
S-265区 V-5 iM I8 荷造 'I-III 13.60
S-266区 V-5 iM l目前ill 中間 54.70
S-269区 V-3 iM I8河道 桂朗 I
S-269区 V-5iM 中間 0.1022.50
T-262 区 'V-3 iM l日汚遣 控朗 3.60
T-263 区 V-I 宿泊持議 最期 Ii0.10 1.70
T-263 区 V-3 iM I8 荷造 桂踊 6 210.40i0.201 4.201
T-264 区 V … 3 iM I日河道 佳朗 72 25 1 1 l
T-265区 \'-5 栂!日河辺 中間 2 14.50
T-266 区 V-5 iM I日河遺 中間 11.00
U-263 区 V-l iM l白河辺 堤防 4 5i0.400.20 I
U-2641K iV-l iM l日i可E 現用 48 647 285 21 357 1 4 4 0.20 6.10 l
U-264区 iV-3 iM l日月近 佳朗 84 6 1 2 0.10
U-2641K 'V-5iM I8河道 '!-III 10.80
U-265 区 v-sml 日河辺 '!-矧 31.70i
U-2661K V-5m 中間 29.80'
U-267 区 \'-5 且1 中筋 3.40!
V-264 区 V-l iM l日符 ill 現踊 2.901
V-265 区 V-3 iM I日1' 1近 佐飼 4 8.90i

V-265区 V-5ml自河辺 'tom 17.60i
V-268 区 v-sm 中間 I26.30'!
IW-264 区 V-IiM l白河近 境期 3i 0.10i 2.80i l
W-2651K V-3 問旧河道 桂問 5.50i
W-265 区 iV-5 iM I白河沼 litJ]J 11 4 105.90
W-266 区 i \， _5 羽田裕道 中間 0.1089.90
X-2ω 区 I J;l 1日河近 現期 5.40
X-2651K !V-3 J;l 1日前 i草 桂朗 2 3 2 7
X-265区 jV-5 J;l 18河辺 中期 3.70
X-266 区 j\l J;l 不明 5.50
X-267 区 ， V … l J;l 1自河道 晩期 2.10
X-2671K iv-5 J;l 1自河辺 i 中問 I 0.60224.80
X-268 区 |V5 栖 .pm l 68 l ,<0.1 29.00
Y-2ω 区 IV-l iM!日間 思踊

Y-267 区 \v 司 5 層l8 i司選 中局 21.30
Y-268 区 iv-sm 中J:i i 1 25.90
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キウス 5i立跡 (5)

4 ネギ属
5 ミヤマニガウ IJJ富

6 ミツバウツギ属

7 マタタピ属

380

8 タラノキ属



VI 自然科学的分析

霞版 2

17 エゴノキ属

11 クマシヂ農

148 ブドウ科曹 E

15b

13b 腹面

158 モクレン属コブシ

138 ブドウ属背面

168 モクレン属ホオノキ 16b
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キウス 5 遺跡 (5)

図版 3

20 コナラ属子葉
21 コナラ属

22 ク jレミ属 23a クルミ寵 23b 24 クルミ属

25 ハンノキ属球果

382


